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．
は
じ
め
に
4
）
教
育
効
果
を
測
定
す
る
う
え
で
の
基
礎
的
な
資
料
を
得
る
。
5
）
教
材
を
利
用
す
る
う
え
で
の
操
作
的
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
エ
イ
ズ
は
一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
，
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
病
気
で
あ
る
た
め
，
「
教
育
こ
そ
ワ
ク
チ
ン
」
と
言
わ
れ
，
エ
イ
ズ
教
育
の
推
進
が
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
1
）
。
し
か
し
，
学
校
現
場
に
お
い
て
は
，
エ
イ
ズ
教
育
は
新
し
く
始
ま
っ
た
教
育
で
あ
る
た
め
，
教
育
方
法
，
教
育
内
容
，
教
員
の
資
質
等
に
関
し
て
積
み
重
ね
が
少
な
く
，
大
き
な
戸
惑
い
と
な
っ
て
い
る
2
）
。
　
今
日
，
一
般
の
家
庭
や
，
小
学
校
，
中
学
校
の
教
育
現
場
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
，
学
校
教
育
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
教
育
や
情
報
教
育
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
，
人
間
の
視
覚
，
聴
覚
等
の
感
覚
に
訴
え
る
よ
う
，
写
真
や
グ
ラ
フ
，
文
章
，
音
声
，
さ
ら
に
動
画
を
併
用
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
最
近
，
こ
の
よ
う
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
教
材
に
活
用
す
る
試
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
教
材
の
特
徴
は
，
V
T
R
の
よ
う
に
一
方
的
に
情
報
が
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
，
学
習
者
が
自
分
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
，
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
を
反
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
，
教
材
か
ら
の
発
問
に
対
し
て
，
学
習
者
が
解
答
し
，
そ
れ
に
対
す
る
指
示
も
あ
る
と
い
っ
た
双
方
向
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
エ
イ
ズ
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
C
D
－
R
O
M
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
作
製
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
提
供
方
法
，
活
用
方
法
，
評
価
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
3
）
。
　
本
研
究
で
は
，
文
部
省
体
育
局
学
校
健
康
教
育
科
監
修
，
日
本
学
校
保
健
会
が
作
製
し
た
C
D
－
R
O
M
教
材
「
A
I
D
S
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
4
）
を
，
中
学
生
と
高
校
生
が
個
別
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
に
よ
る
エ
イ
ズ
教
育
に
つ
い
て
，
教
育
実
践
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
を
得
る
こ
と
，
な
ら
び
に
実
施
す
る
う
え
で
の
利
点
や
問
題
点
，
た
め
に
次
の
5
つ
の
下
位
問
題
を
設
定
し
た
。
　
1
）
教
材
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
2
）
児
童
生
徒
の
教
材
操
作
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
3
）
児
童
生
徒
の
教
材
を
操
作
し
た
感
想
を
明
ら
か
に
す
る
。
2
．
ゼ
エ
イ
ズ
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
構
成
　
日
本
学
校
保
健
会
が
作
成
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
は
表
1
に
示
す
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
流
れ
る
音
量
を
調
節
し
，
「
ス
タ
ー
ト
」
を
選
択
す
る
。
次
に
，
エ
イ
ズ
に
関
す
る
高
校
生
の
声
や
統
計
資
料
，
エ
イ
ズ
の
社
会
的
な
問
題
性
に
つ
い
て
約
2
分
間
V
T
R
形
式
で
表
示
さ
れ
る
。
　
そ
の
後
，
図
1
に
示
す
選
択
画
面
に
な
る
。
選
択
画
面
で
の
選
択
肢
は
7
つ
準
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
H
I
V
の
病
原
体
や
エ
イ
ズ
発
病
等
の
疾
病
の
理
論
的
知
識
体
系
と
し
て
「
エ
イ
ズ
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
～
」
，
ヂ
H
I
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
の
2
選
択
肢
，
感
染
経
路
に
関
す
る
P
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
？
ど
う
し
た
ら
う
つ
ら
な
い
の
2
」
，
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
，
社
会
的
問
題
と
し
て
の
認
識
に
関
す
る
噴
I
V
感
染
者
の
心
の
声
」
，
エ
イ
ズ
に
関
す
る
統
計
資
料
と
し
て
の
「
グ
ラ
フ
で
見
る
エ
イ
ズ
」
，
知
識
，
理
解
，
意
識
や
行
動
を
確
認
す
る
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
は
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
，
よ
り
具
体
的
な
内
容
が
表
示
さ
れ
る
。
社
会
的
問
題
と
し
て
の
認
識
に
関
す
る
「
m
V
感
染
者
の
心
の
声
」
で
は
，
写
真
と
感
染
経
路
，
感
染
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
（
図
2
）
。
知
識
，
理
解
，
行
動
を
確
認
す
る
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
で
は
，
双
方
向
性
を
確
保
す
る
た
め
に
，
質
問
項
目
に
対
し
て
学
習
者
が
答
え
，
そ
の
答
え
に
対
し
て
正
解
・
不
正
解
が
表
示
さ
れ
，
そ
の
説
明
が
行
わ
れ
る
。
　
終
了
を
選
択
す
る
と
，
1
分
3
0
秒
間
V
T
R
形
式
で
，
エ
イ
ズ
や
子
ど
も
た
ち
，
親
子
な
ど
の
写
真
が
表
示
さ
れ
，
学
習
者
の
差
別
に
対
す
る
意
識
や
エ
イ
ズ
感
染
者
と
の
共
存
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
喚
起
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
3
．
対
象
，
な
ら
び
に
方
法
・
鳥
取
大
学
教
育
学
部
経
鳥
取
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
＊
＊
鳥
取
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
・
・
＃
鳥
取
県
立
鳥
取
商
業
高
等
学
校
キ
ー
ワ
ー
ド
：
エ
イ
ズ
教
育
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
，
教
育
実
践
　
中
学
2
年
生
と
高
校
2
年
生
に
対
し
て
，
学
校
を
通
じ
て
，
教
育
実
践
の
内
容
を
公
表
し
，
積
極
的
に
参
加
を
希
望
す
る
生
徒
を
公
募
し
た
。
そ
の
結
果
，
本
実
践
に
参
加
し
た
生
徒
は
中
学
2
年
生
男
子
5
人
，
女
子
8
人
，
高
校
2
年
生
男
子
4
人
，
女
子
6
人
で
あ
っ
た
。
　
教
育
実
践
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
は
表
2
に
示
す
よ
う
に
，
生
徒
に
対
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
使
用
す
る
前
に
エ
イ
ズ
の
知
識
や
意
識
，
行
動
8
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教
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実
践
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基
礎
的
研
究
に
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す
る
事
前
テ
ス
ト
を
行
い
，
続
い
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
使
用
し
て
エ
イ
ズ
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
た
。
学
習
の
終
了
後
に
事
後
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
後
，
生
徒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
　
使
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
高
校
生
で
は
N
E
C
　
P
G
9
8
2
1
V
1
0
，
中
学
生
で
は
N
B
C
　
P
C
　
9
8
2
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使
用
し
た
O
S
は
N
E
C
社
製
の
コ
ン
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ュ
ー
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で
は
M
l
c
r
◎
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o
f
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W
m
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3
1
，
　
A
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社
製
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
漠
字
T
a
］
k
7
5
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ひ
と
り
1
台
と
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
事
前
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
ス
タ
ー
ト
画
面
ま
で
起
動
し
た
。
使
用
時
に
生
徒
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
装
着
し
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
出
る
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ま
H
l
V
㌧
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穿
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る
入
の
栓
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ま
審
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い
よ
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良
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／
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m
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戚
痴
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く
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Φ
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寧
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人
と
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射
器
r
）
戸
躍
＿
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て
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染
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こ
と
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染
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懇
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＆
苔
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て
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穿
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ξ
ト
て
え
ぴ
鯵
の
培
∫
草
の
も
と
己
∫
轡
染
を
さ
巳
る
一
と
ぬ
可
熊
て
あ
る
入
人
ノ
、
こ
ん
な
こ
ζ
て
は
つ
つ
戊
ま
せ
w
田
V
の
惑
染
力
よ
白
く
笈
夢
浮
絡
も
因
ら
れ
て
い
る
。
滋
白
鞍
白
㌧
つ
じ
て
し
配
r
ダ
る
必
受
；
あ
り
ま
三
へ
芦
〉
や
く
い
方
そ
の
他
9
い
キ
人
な
ご
　
乏
☆
な
こ
を
分
し
こ
え
｝
つ
）
ま
、
ん
ぎ
式
入
ノ
レ
の
随
秘
や
霧
き
の
つ
り
な
ち
と
　
器
治
を
介
し
て
ま
っ
つ
ξ
ま
押
ん
勾
了
な
と
て
よ
っ
つ
ト
ぽ
ゼ
ん
詣
、
勉
怪
し
プ
、
り
食
事
を
し
て
も
っ
つ
｝
｝
ま
せ
ゾ
プ
や
ダ
ニ
な
ζ
カ
　
っ
　
ぐ
っ
つ
う
ま
せ
ん
お
「
い
’
戊
や
プ
ー
ん
な
ご
ぶ
寿
介
し
て
よ
＾
つ
り
ま
ゼ
ん
戸
才
レ
ン
ン
＄
∫
ノ
ズ
A
門
題
グ
ン
ー
プ
A
エ
ノ
ス
の
揚
澱
は
問
リ
カ
㌧
さ
れ
て
い
る
り
　
　
　
　
　
　
　
｝
租
V
ま
ら
∫
、
　
〕
・
ウ
イ
彫
フ
o
H
l
v
噂
紗
る
と
と
つ
な
る
の
・
　
　
　
　
　
　
↑
抱
ゴ
亥
旭
よ
る
誉
ξ
已
つ
誇
し
ズ
助
ご
き
る
の
今
多
く
の
人
が
パ
茜
す
る
乏
設
二
人
丈
人
聞
題
グ
レ
ー
プ
B
エ
ノ
ズ
の
尾
畜
ま
増
え
て
い
る
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
I
V
ぱ
ど
ん
な
鷺
顧
の
ウ
ィ
〃
ス
）
H
∫
V
＿
惑
聯
す
る
と
ど
巳
鰍
る
の
今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ノ
ズ
ニ
ど
の
よ
つ
㌧
惑
菜
す
る
の
）
《
校
や
替
段
の
牛
藤
て
よ
攻
染
ぐ
る
〉
と
よ
C
い
ウ
門
題
グ
ん
一
プ
c
H
l
V
惑
灸
名
P
二
人
ぽ
r
＾
土
ね
～
さ
れ
て
げ
〉
る
よ
）
多
い
ζ
埜
謬
こ
れ
て
い
る
理
己
｛
ま
9
m
V
±
ど
ん
ち
メ
三
亥
の
ウ
ノ
ル
ス
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
V
㌧
感
穿
C
る
こ
ご
っ
；
る
の
み
と
ん
ち
穿
・
丁
紡
丁
れ
ズ
い
い
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
佼
や
馨
∫
こ
の
牛
占
て
ま
惑
染
す
る
こ
ど
之
な
い
へ
グ
ラ
フ
て
昆
る
ゴ
イ
ズ
シ
撃
の
エ
ノ
ズ
響
苔
硲
辛
捕
数
の
今
ぺ
室
移
　
　
　
　
　
　
　
我
が
囚
の
H
I
V
懸
決
名
〕
刻
鮪
数
の
ぐ
∫
矢
修
彦
H
I
暗
婦
鋪
％
’
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
｛
l
v
惑
瀦
の
允
夙
発
’
轍
翅
V
汲
漁
者
の
感
弦
経
誇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
狛
］
接
塾
一
よ
る
H
I
V
箏
染
若
数
の
ち
久
戎
謬
惑
」
写
繧
F
i
題
還
起
音
が
他
の
者
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
し
た
。
生
徒
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
使
用
方
法
と
し
て
，
マ
ウ
ス
の
操
作
方
法
，
と
く
に
，
（
1
）
マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
の
移
動
の
方
法
と
ク
リ
ッ
ク
（
2
ボ
タ
ン
マ
ウ
ス
　
の
場
合
に
は
左
ク
リ
ッ
ク
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
択
が
可
能
で
あ
る
　
こ
と
，
②
最
初
に
聞
き
易
い
よ
う
，
音
望
調
節
用
の
ス
ラ
イ
ダ
を
ド
ラ
ッ
グ
し
　
て
調
節
す
る
こ
と
，
の
み
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
，
使
用
方
法
な
ど
不
明
な
こ
と
が
あ
る
場
合
に
質
問
す
る
こ
と
，
終
了
し
た
場
合
に
先
生
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
’
の
操
作
の
状
況
を
記
録
す
る
た
め
に
，
図
3
に
　
　
　
示
す
よ
う
に
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
像
信
号
を
テ
レ
ビ
画
像
信
号
に
　
　
　
変
換
し
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
面
上
に
お
け
る
操
作
の
模
様
を
V
T
R
　
　
　
に
録
画
し
た
。
社
会
的
規
範
の
バ
イ
ア
ス
を
考
慮
し
，
生
徒
に
は
　
　
　
録
画
を
す
る
こ
と
は
知
ら
せ
ず
，
録
画
装
置
は
見
え
な
い
よ
う
に
　
　
　
工
夫
し
た
。
後
日
，
V
T
R
を
再
生
し
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
　
　
　
操
作
の
方
法
や
選
択
肢
を
選
択
し
た
時
間
な
ど
を
記
録
し
た
。
な
　
　
　
お
，
2
3
人
中
1
人
の
み
が
機
械
の
不
調
で
録
画
で
き
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
使
用
前
後
に
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
　
　
　
ス
ト
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
は
2
8
問
の
知
識
テ
ス
ト
項
　
　
　
目
と
2
4
問
の
意
識
・
行
動
に
関
す
る
項
冒
か
ら
構
成
し
た
。
こ
の
　
　
　
項
目
は
，
先
行
文
献
5
）
～
1
6
）
の
質
問
項
目
を
約
5
◎
◎
問
収
集
し
，
内
容
　
　
　
が
正
確
で
あ
る
こ
と
，
表
現
が
適
切
で
あ
る
こ
と
，
特
に
知
識
項
　
　
　
目
で
は
正
誤
バ
ラ
ン
ス
が
適
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
作
　
　
　
成
し
た
。
図
4
に
高
校
生
用
の
事
前
テ
ス
ト
を
示
す
。
事
前
テ
ス
　
　
　
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
同
一
の
項
目
で
構
成
し
て
い
る
が
，
繰
り
　
　
　
返
し
の
効
果
を
極
力
抑
え
る
た
め
‖
こ
，
両
テ
ス
ト
と
も
問
題
は
ラ
錫
該
彩
鍵
1 譲
響
ぎ
図
2
　
「
印
V
感
染
者
の
心
の
声
」
表
2
　
教
育
実
験
の
ブ
獲
ト
コ
ー
ル
灘
時
閲
学
習
者
指
導
窓
事
前
牽
備
　
1
0
分
　
　
事
前
テ
ス
ト
の
実
施
　
5
分
　
　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
約
4
0
分
　
　
　
　
　
　
た
学
習
　
］
0
分
　
　
事
後
テ
ス
ト
の
実
施
　
1
◎
分
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
起
動
　
教
材
の
実
行
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
方
法
の
魂
明
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
燃
〉
薩
　
　
聾
難
矯
　
　
　
　
　
　
ζ
ひ
㍉
c
　
　
　
図
1
　
「
A
の
S
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
選
択
画
面
1
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
V
I
R
コ
〆
ピ
ュ
ー
タ
　
テ
レ
ビ
信
号
剛
象
信
日
　
　
　
　
＝
コ
ノ
ピ
ユ
ー
タ
ム
｛
奉
灘
象
変
換
装
箇
コ
／
ビ
ュ
ー
酬
象
イ
、
三
号
図
3
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
録
画
の
た
め
の
V
T
R
接
続
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7
号
　
1
9
9
8
年
3
月
9
エ
イ
ズ
に
関
す
る
調
査
　
　
　
　
　
回
一
刑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
科
学
研
究
費
（
特
別
推
違
事
蕪
）
エ
イ
ズ
与
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
観
究
会
　
ナ
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゴ
　
　
こ
の
還
査
は
、
エ
イ
ズ
に
磯
す
る
鑓
議
ぺ
立
漠
・
行
勉
の
ぷ
e
を
㌣
う
も
の
で
す
。
本
鋳
査
の
資
轡
1
ま
統
計
的
に
　
1
壌
熱
三
恒
で
、
ひ
ぷ
た
ぱ
〉
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
ぽ
さ
培
す
田
忙
：
諸
応
瞬
：
こ
欝
聲
　
l
　
l
い
て
．
ド
さ
い
二
な
お
、
川
V
と
は
ヒ
ト
免
投
イ
達
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
L
　
－
　
　
＿
　
　
一
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
鞘
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
＿
　
　
」
以
下
畷
問
に
下
の
3
つ
の
中
・
ら
選
踊
号
を
右
唖
中
に
記
入
し
て
下
飢
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
L
正
し
い
　
　
　
2
．
正
し
く
な
い
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
］
最
近
エ
イ
ズ
を
完
金
に
治
す
薬
が
1
笥
発
さ
れ
た
。
2
　
｝
H
V
は
項
i
液
に
多
く
含
ま
れ
る
。
3
則
V
は
プ
ー
ル
や
お
玖
呂
で
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
○
・
ン
ド
ー
ム
雑
う
こ
と
で
肌
・
繰
す
碗
紺
は
低
く
な
る
・
5
エ
イ
ズ
の
発
症
前
で
あ
れ
ば
間
V
を
他
人
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
り
6
エ
イ
ズ
の
患
者
、
感
染
者
と
お
風
呂
や
ト
イ
レ
を
共
用
し
て
も
m
V
に
感
染
し
な
い
。
7
早
く
処
債
す
れ
ぱ
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
8
妊
掃
が
捕
V
に
感
染
す
る
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
◇
9
蚊
や
ダ
ニ
か
ら
絹
V
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
◇
　
l
O
ペ
ッ
ト
や
他
の
動
勃
か
ら
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
｛
）
1
1
聞
V
に
感
染
し
て
か
ら
1
週
摺
i
ぐ
ら
い
た
て
ば
、
外
見
だ
け
で
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
l
2
1
｛
I
V
は
熱
に
弱
く
、
煮
沸
消
毒
で
死
戒
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
1
3
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
1
4
感
染
者
の
つ
く
っ
た
糾
理
を
食
べ
る
と
則
V
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
1
5
団
V
に
感
染
し
た
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ば
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
1
6
不
特
定
多
数
の
人
と
性
関
係
を
持
つ
と
H
I
V
に
感
染
す
る
危
険
が
大
き
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
1
7
エ
イ
ズ
は
軽
い
キ
ス
で
は
感
染
し
な
い
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ア
1
8
献
血
を
す
る
と
翅
V
に
慈
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
1
9
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
は
長
く
平
均
7
～
1
0
年
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
2
0
エ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
で
で
き
る
。
2
1
エ
イ
ズ
は
巡
伝
す
る
病
気
の
一
つ
で
あ
る
。
2
2
印
V
は
翻
科
治
療
や
鍾
治
療
で
は
感
染
し
な
い
☆
2
3
祖
V
に
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
あ
る
。
2
4
早
く
処
澱
し
て
も
エ
イ
ズ
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
2
5
H
l
v
を
多
く
含
む
体
液
は
、
1
痘
液
、
精
液
、
藤
分
泌
液
で
あ
る
。
2
6
田
V
は
咳
や
く
し
ゃ
み
、
ジ
ュ
ー
ス
の
ま
わ
し
飲
み
で
は
感
染
し
な
い
。
2
ア
溜
V
は
性
行
為
で
は
感
染
し
な
い
。
2
8
刊
V
に
感
染
す
る
と
一
年
以
内
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
発
症
す
る
。
2
｛
コ
1
以
下
順
問
に
つ
・
岨
問
・
下
・
選
択
脚
中
・
・
溢
鮪
・
右
晒
中
…
入
・
て
下
…
⑤
あ
な
た
が
酬
・
粧
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
織
と
一
緒
誇
ら
は
す
か
・
　
　
　
　
　
1
．
今
ま
で
通
り
一
緒
に
暮
ら
す
　
　
　
2
．
一
績
に
暮
ら
す
が
距
離
を
鐙
い
て
接
す
る
　
　
　
　
　
3
．
別
居
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
．
わ
か
ら
な
い
田
l
v
感c
鰍
と
弩
鷲
悟
三
㌃
蕊
セ
る
と
懸
い
ま
軌
　
・
□
2
漆k
蕊
；
瓢
鷲
㌶
ズ
警
霧
嶽
　
　
　
口
3
眺 T
公
衆
竺
㌫
㌍
こ
；
獺
三
あ
る
と
思
い
ま
軌
・
口
4
艦 T
た
学
生
の
翼
；
難
れ
る
ミ
驚
三
響
い
繊
　
口
5
エ
イ
ズT
普
鱒
㌶
灘
さ
れ
ζ
；
篶
籔
思
い
猷
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
口
褒
に
も
質
問
が
続
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
口
　
　
1
、
わ
か
る
　
　
　
2
．
わ
か
ら
な
い
r
｜
、
わ
か
る
」
と
答
え
た
人
に
聞
き
ま
す
。
買
・
売
春
で
田
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
菜
自
得
だ
と
思
。
翫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
L
思
う
　
　
　
　
2
．
思
わ
な
い
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
8
斑
V
感
染
者
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
た
ら
咳
を
失
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
恩
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
思
う
　
　
　
　
2
．
思
わ
な
い
　
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
9
感
染
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
治
療
し
ま
す
か
。
　
　
　
　
1
．
す
ぐ
受
診
し
、
治
療
を
受
け
た
い
　
2
．
経
過
を
見
て
か
ら
治
療
を
受
け
る
　
　
　
　
3
、
治
療
は
受
け
た
く
な
い
　
　
　
　
　
4
．
わ
か
ら
な
い
1
0
今
後
も
川
V
感
染
者
は
増
加
す
る
と
思
い
ま
す
か
◇
　
　
　
　
1
、
も
っ
と
増
え
大
流
行
す
る
　
　
　
　
2
．
増
加
は
数
年
で
止
ま
る
　
　
　
　
3
．
あ
ま
1
）
壇
加
し
な
い
　
　
　
　
　
　
4
．
わ
か
ら
な
い
1
｝
総
V
感
染
者
が
学
梼
こ
い
る
こ
と
を
知
る
必
要
は
あ
り
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
知
る
必
要
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
．
知
る
必
要
は
な
い
　
　
　
　
3
。
ど
ち
ら
で
も
よ
い
　
　
　
　
　
　
　
4
．
わ
か
ら
な
い
1
2
田
V
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
〕
、
守
ら
れ
て
い
る
と
思
う
　
　
　
　
　
2
、
だ
い
た
い
守
ら
れ
て
い
る
と
思
う
　
　
　
　
3
、
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
　
　
4
．
ほ
と
ん
ど
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
　
　
　
　
5
．
わ
か
ら
な
い
1
3
家
族
が
韻
V
に
感
染
し
た
場
合
ど
う
し
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
今
ま
で
と
伺
撚
こ
接
す
る
　
　
　
　
2
．
な
る
べ
く
接
し
な
い
よ
う
に
す
る
　
　
　
　
3
．
別
居
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
4
．
わ
か
ら
な
い
砕
友
遠
と
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
よ
く
あ
る
　
　
　
　
2
、
と
き
ど
き
あ
る
　
　
　
　
3
．
あ
ま
り
な
い
　
　
4
．
な
い
，
、
口
1
、
□
，
、
口
，
、
口
・
・
口
：
［
口
1
6
も
し
照
V
に
感
染
し
た
と
思
っ
た
ら
検
査
に
行
き
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
行
く
　
　
　
　
　
2
．
行
か
な
い
　
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
1
7
も
し
恋
入
が
H
匡
V
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
つ
き
あ
う
　
　
　
2
．
別
れ
る
　
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
1
8
家
族
と
エ
イ
ズ
｛
こ
つ
い
て
話
し
た
こ
と
が
あ
｝
）
ま
す
か
。
　
　
　
　
1
．
よ
く
あ
る
　
　
　
2
．
と
き
ど
き
あ
る
　
　
　
　
3
．
あ
ま
り
な
い
　
　
4
．
な
い
至
9
自
分
が
慾
染
し
た
場
合
、
他
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
｝
｝
ま
す
か
。
　
　
　
　
L
今
ま
で
ど
う
り
他
人
に
接
す
る
　
　
2
．
な
る
べ
く
他
人
に
接
し
な
い
　
　
　
　
3
．
わ
か
ら
な
い
1
6
□
・
・
口
口・・
口
・
・
口
、
・
〔
工
r
］
○
の
つ
く
項
目
は
高
校
生
の
み
の
質
問
項
目
⊇
図
4
　
調
　
査
　
票
萎ノ
1
0
國
土
将
平
・
大
塚
美
由
紀
・
竹
安
修
・
吉
田
祐
一
郎
’
三
橋
和
枝
・
山
岸
正
明
・
松
本
健
治
：
エ
イ
ズ
教
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
教
育
実
践
の
基
礎
的
研
究
ン
ダ
ム
に
並
べ
替
え
た
。
ま
た
，
中
学
校
の
教
諭
と
協
議
の
上
，
知
識
項
目
の
中
で
「
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
H
I
V
に
感
染
す
る
危
険
性
は
低
く
な
る
」
，
意
識
・
行
動
に
関
す
る
項
目
の
中
で
，
「
買
・
売
春
で
m
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
業
自
得
だ
と
思
い
ま
す
か
」
，
「
も
し
あ
な
た
（
あ
る
い
は
恋
人
・
配
偶
者
）
が
H
I
V
に
感
染
し
た
ら
子
ど
も
は
つ
く
り
ま
す
か
」
，
「
あ
な
た
が
H
I
V
に
感
染
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
ま
す
か
」
に
つ
い
て
は
，
中
学
生
の
発
達
段
階
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
考
慮
し
て
質
問
項
目
か
ら
除
外
し
た
。
な
お
，
本
研
究
で
は
，
意
識
・
行
動
に
関
す
る
項
目
の
う
ち
，
学
習
に
よ
る
変
化
が
期
待
で
き
る
1
6
項
i
ヨ
に
つ
い
て
解
析
を
行
っ
た
。
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
質
問
項
目
は
，
以
下
の
よ
う
に
構
成
し
た
。
（
1
）
今
ま
で
に
エ
イ
ズ
の
授
業
を
受
け
た
り
，
V
T
R
を
見
た
こ
と
が
あ
る
　
か
。
あ
る
場
合
に
，
い
っ
，
何
回
ぐ
ら
い
，
ど
の
よ
う
な
授
業
形
態
で
　
あ
っ
た
か
（
一
斉
授
業
か
，
V
T
R
教
材
を
利
用
し
た
か
，
調
べ
学
習
か
　
等
）
。
（
2
）
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
は
わ
か
り
や
す
い
か
。
（
3
）
口
）
が
あ
る
場
合
，
授
業
，
V
T
R
と
比
較
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
　
を
ど
う
思
う
か
。
（
4
）
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
見
て
今
ま
で
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
。
㈲
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
使
い
方
で
，
難
し
い
と
こ
ろ
，
分
か
り
に
　
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
。
⑥
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
質
問
で
わ
ざ
と
間
違
え
な
か
っ
た
か
。
4
．
結
果
（
1
）
教
材
の
操
作
　
表
3
に
教
材
の
操
作
に
必
要
な
時
間
を
示
す
。
項
目
選
択
画
面
が
表
示
さ
れ
た
時
点
を
基
準
と
し
て
，
終
了
を
選
択
す
る
ま
で
の
時
間
は
平
均
で
3
4
分
5
8
秒
，
最
短
が
2
3
分
3
0
秒
，
最
長
が
4
3
分
3
0
秒
で
あ
っ
た
。
選
択
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
て
か
ら
，
次
の
選
択
肢
を
選
択
す
る
ま
で
の
時
間
は
平
均
で
1
7
秒
で
あ
り
，
短
い
生
徒
は
7
秒
，
長
い
生
徒
は
3
4
秒
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
学
習
す
る
の
に
必
要
な
平
均
時
間
は
「
エ
イ
ズ
は
ど
ん
な
病
気
な
の
？
」
は
5
分
4
秒
，
「
H
I
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
は
3
分
1
5
秒
，
「
H
I
V
感
染
者
の
心
の
声
」
が
4
分
3
0
秒
，
「
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
？
ど
う
し
た
ら
う
つ
ら
な
い
の
？
」
が
3
分
3
4
秒
，
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
っ
り
ま
せ
ん
」
が
2
分
2
2
秒
，
「
チ
ヤ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
が
1
4
分
1
1
秒
，
「
グ
ラ
フ
で
み
る
エ
イ
ズ
」
が
2
分
1
7
秒
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
必
要
な
時
間
の
散
ら
ば
り
が
大
き
か
っ
た
の
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
で
，
標
準
偏
差
は
2
分
3
5
秒
で
あ
り
，
次
い
で
，
「
グ
ラ
フ
で
み
る
エ
イ
ズ
」
が
1
分
1
2
秒
で
あ
っ
た
。
変
動
係
数
を
み
る
と
，
「
グ
ラ
フ
で
み
る
エ
イ
ズ
」
は
5
2
．
7
で
も
っ
と
も
高
く
，
逆
に
も
っ
と
も
低
い
の
は
「
H
W
感
染
者
の
心
の
声
∪
の
1
1
．
0
で
あ
っ
た
。
　
表
4
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
詳
細
な
時
間
配
分
を
示
す
。
す
べ
て
の
選
択
可
能
な
内
容
を
閲
覧
し
た
生
徒
は
2
2
人
中
9
人
で
あ
っ
た
。
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
の
詳
細
な
内
容
を
全
く
み
て
い
な
い
生
徒
は
8
人
で
あ
っ
た
。
高
校
生
の
I
D
＝
2
は
終
了
時
間
で
2
3
分
3
⑪
秒
と
も
っ
と
も
短
い
時
間
で
終
了
し
て
い
る
が
バ
H
I
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
～
」
，
「
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
？
ど
う
し
た
ら
う
つ
ら
な
い
の
？
」
，
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
の
お
よ
そ
半
分
の
内
容
を
閲
覧
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
表
5
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
内
容
を
閲
覧
し
た
順
序
を
示
す
。
高
校
生
の
H
）
＝
2
は
3
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
し
か
選
択
し
な
か
っ
た
た
め
に
4
番
目
以
降
の
合
計
人
数
は
2
1
人
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
選
択
肢
「
エ
イ
ズ
は
ど
ん
な
病
気
な
の
？
」
は
1
8
人
の
生
徒
が
最
初
に
選
択
し
た
が
，
2
番
目
の
選
択
肢
「
H
I
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
か
ら
5
番
目
の
選
択
肢
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
ま
で
は
7
人
か
ら
9
人
の
生
徒
が
選
択
肢
の
順
番
通
り
に
は
内
容
を
閲
覧
し
な
か
っ
た
。
ま
た
，
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
で
は
，
6
番
目
に
み
た
生
徒
と
最
後
の
7
番
目
に
み
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
1
0
人
つ
つ
に
な
っ
た
。
（
2
）
エ
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
　
表
6
に
事
前
・
事
後
テ
ス
ト
の
知
識
項
目
の
正
答
数
お
よ
び
較
正
得
点
を
示
す
。
事
前
テ
ス
ト
と
事
後
テ
ス
ト
の
正
答
数
を
比
較
す
る
と
，
事
前
表
3
　
教
材
の
操
作
に
必
要
な
時
間
分
：
秒
内
容
平
均
標
準
偏
差
変
動
係
数
　
最
小
　
　
最
大
メ
ニ
ュ
ー
表
示
か
ら
選
択
ま
で
の
時
l
l
9
　
　
　
0
0
：
】
7
　
　
0
0
：
0
7
　
　
4
1
．
7
　
0
0
：
0
7
　
G
O
：
3
4
エ
イ
ズ
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
？
　
　
　
　
　
0
5
；
0
4
　
　
0
0
：
5
3
　
　
1
7
．
4
　
0
｜
：
3
5
　
0
6
：
2
6
H
］
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
　
　
　
　
0
3
：
1
5
　
　
0
1
：
0
2
　
　
3
2
．
◎
　
O
l
l
3
8
　
0
7
：
1
4
H
I
V
感
染
者
の
心
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
4
：
3
0
　
　
0
0
：
3
0
　
　
】
1
．
0
　
0
3
：
1
6
　
◎
5
：
1
9
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
？
ど
う
し
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3
：
3
4
　
　
　
　
0
0
：
奪
9
　
　
　
　
2
2
，
8
　
　
0
2
：
3
5
　
　
0
6
：
0
8
う
つ
ら
な
い
の
？
大
丈
夫
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
　
0
2
：
2
2
　
　
0
0
：
3
8
　
　
2
7
，
0
　
0
｜
：
｜
6
　
0
3
：
4
0
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
　
　
　
　
　
　
l
4
：
l
l
　
O
2
：
3
5
　
　
1
8
．
2
　
0
6
：
5
0
　
｜
7
：
1
4
グ
ラ
フ
で
見
る
エ
イ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
2
：
1
7
　
　
0
▲
：
｜
2
　
　
5
2
．
7
　
0
0
：
2
1
　
0
5
：
0
2
全
体
3
4
：
5
8
　
　
　
　
0
4
：
4
2
　
　
　
　
　
1
3
．
5
　
　
2
3
：
3
0
　
　
4
3
3
0
表
4
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
時
間
配
分
の
詳
細
分
：
秒
高
校
生
中
学
兇
内
　
　
容
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
｜
2
3
5
6
7
8
9
1
0
i
藍
1
2
　
i
3
エ
イ
ズ
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
？
　
　
0
0
：
1
7
0
0
：
3
4
0
3
：
3
6
0
0
：
1
2
0
0
：
2
8
0
0
：
1
3
0
0
；
l
l
　
O
O
：
3
0
0
0
；
1
7
0
0
：
i
O
　
エ
イ
ズ
の
原
因
は
H
I
V
　
　
　
　
　
　
O
O
；
4
0
0
1
二
〇
4
0
3
：
5
1
0
0
：
2
8
0
0
：
4
4
0
0
：
2
6
0
0
：
4
2
0
0
：
4
8
　
G
O
：
3
5
0
0
：
2
4
　
H
I
V
の
発
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
｜
1
3
6
0
5
：
0
9
0
4
：
4
3
0
2
：
1
9
0
1
：
3
6
0
呈
：
1
8
0
1
：
3
3
0
1
：
4
1
0
1
：
2
4
0
1
：
1
4
　
H
艮
V
感
染
デ
壼
：
と
；
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
2
：
1
5
　
0
2
：
C
〈
〕
　
0
5
：
2
2
　
0
3
：
e
O
　
O
2
：
1
6
　
0
i
：
5
8
　
0
2
：
2
1
　
θ
2
：
2
｝
　
0
2
：
θ
4
　
0
仁
5
0
　
田
V
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
4
：
3
5
0
4
：
2
0
0
7
：
4
1
0
1
：
3
1
0
5
：
4
7
0
4
：
1
5
0
4
：
4
0
0
4
：
4
1
0
4
：
1
9
0
4
：
0
2
H
｛
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
　
　
0
5
：
4
0
　
　
　
0
0
：
2
2
3
0
1
1
8
（
拓
：
0
2
0
5
：
1
0
0
5
：
3
4
0
5
：
3
5
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注
：
　
．
i
二
段
数
字
は
生
徒
の
I
D
番
号
，
空
欄
は
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7
号
　
1
9
9
8
年
3
月
1
1
テ
ス
ト
は
1
7
．
7
問
，
事
後
テ
ス
ト
は
2
4
．
3
問
で
6
．
6
問
ほ
ど
正
答
数
が
増
加
し
た
。
事
前
テ
ス
ト
と
事
後
テ
ス
ト
の
較
正
得
点
を
比
較
す
る
と
，
事
前
テ
ス
ト
は
1
3
．
7
点
，
事
後
テ
ス
ト
は
2
1
．
9
点
と
な
り
，
8
．
3
点
得
点
が
向
上
し
た
。
較
正
得
点
の
向
上
の
程
度
が
正
答
数
よ
り
高
い
こ
と
は
，
誤
答
数
が
減
少
し
た
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
，
事
前
テ
ス
ト
よ
り
事
後
テ
ス
ト
の
較
正
得
点
が
低
下
し
た
生
徒
が
1
人
お
り
，
較
正
得
点
の
差
の
最
小
値
が
一
5
点
と
な
っ
た
。
　
表
7
に
質
問
項
目
別
の
正
答
，
誤
答
の
割
合
，
並
び
に
改
善
率
を
示
す
。
事
前
テ
ス
ト
に
お
い
て
，
正
答
率
が
8
0
％
を
越
え
た
項
目
は
，
　
・
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
田
V
に
感
染
す
る
危
険
性
は
低
く
な
る
。
　
・
エ
イ
ズ
は
軽
い
キ
ス
で
は
感
染
し
な
い
。
　
・
m
V
は
性
行
為
で
は
感
染
し
な
い
。
　
・
m
V
は
プ
ー
ル
や
お
風
呂
で
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
・
妊
婦
が
H
I
V
に
感
染
す
る
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
す
る
こ
　
　
と
が
あ
る
。
　
・
不
特
定
多
数
の
人
と
性
的
関
係
を
持
つ
と
H
I
V
に
感
染
す
る
危
険
性
　
　
が
大
き
く
な
る
。
　
・
H
W
は
咳
や
く
し
ゃ
み
，
ジ
ュ
ー
ス
の
ま
わ
し
飲
み
で
は
感
染
し
な
い
。
　
・
最
近
エ
イ
ズ
を
完
全
に
治
す
薬
が
開
発
さ
れ
た
。
　
・
感
染
者
の
つ
く
っ
た
料
理
を
食
べ
る
と
H
W
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
　
　
る
。
　
・
エ
イ
ズ
の
患
者
，
感
染
者
と
お
風
呂
や
ト
イ
レ
を
共
用
し
て
も
H
I
V
　
　
に
感
染
し
な
い
。
　
・
H
I
V
に
感
染
し
て
か
ら
1
週
間
ぐ
ら
い
た
て
ば
外
見
だ
け
で
感
染
し
て
　
　
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
の
1
1
項
目
で
あ
っ
た
。
逆
に
正
答
率
が
5
G
％
に
満
た
な
か
っ
た
項
震
は
，
　
・
エ
イ
ズ
の
発
症
前
で
あ
れ
ば
H
I
V
を
他
人
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
は
な
　
い
o
・
H
I
V
に
感
染
す
る
と
1
年
以
内
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
発
症
す
る
。
・
ペ
ッ
ト
や
他
の
動
物
か
ら
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
・
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。
・
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
長
く
平
均
7
～
1
G
年
で
あ
る
。
・
献
血
を
す
る
と
H
W
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
・
H
I
V
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ぱ
よ
い
。
・
H
W
は
熱
に
弱
く
，
煮
沸
消
毒
で
死
滅
す
る
。
・
エ
イ
ズ
は
遺
伝
す
る
病
気
の
一
つ
で
あ
る
。
表
5
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
内
容
を
閲
覧
し
た
順
序
人
表
6
　
知
識
テ
ス
ト
の
正
答
数
，
構
成
得
点
な
ら
び
に
　
　
　
事
前
一
事
後
テ
ス
ト
の
差
顯
序
内
　
　
容
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
点
エ
イ
　
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
？
H
I
V
に
感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
祖
V
感
染
者
の
心
の
声
ど
の
よ
う
に
し
て
う
つ
る
の
？
ど
う
し
た
ら
う
つ
ら
な
い
の
？
大
丈
夫
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
っ
り
ま
せ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
エ
イ
ズ
Q
＆
A
グ
ラ
フ
で
見
る
エ
イ
ズ
1
82
2134
1213
12
　
　
2
2
　
　
2
　
　
1
2
　
　
1
　
　
3
　
　
1
4
　
　
1
2
3
平
均
値
標
準
偏
差
最
小
値
最
大
値
2
　
　
］
3
　
　
3
　
　
　
　
1
0
　
　
…
0
　
　
3
　
　
7
　
　
U
正
答
数
較
正
得
点
正
答
数
の
差
事
前
テ
ス
ト
事
後
テ
ス
ト
事
前
テ
ス
ト
事
後
テ
ス
ト
合
計
2
2
　
　
　
2
2
　
　
　
2
2
　
　
　
2
1
　
　
　
2
1
　
　
　
2
］
　
　
　
2
1
較
正
得
点
の
差
茎
7
．
7
2
4
3
蚕
3
．
7
2
1
．
9
6
．
6
8
．
3
4
．
0
2
2
6
，
0
4
、
］
3
．
9
6
．
2
9190
］
10－5
2
5
2
8
2
3
2
8
1
5
2
2
対
象
者
2
3
人
表
フ
　
エ
イ
ズ
知
識
テ
ス
ト
の
質
問
項
目
別
正
答
率
，
誤
答
率
な
ら
び
に
改
善
率
％
事
前
テ
ス
ト
知
識
項
目
事
後
テ
ス
ト
正解
不
　
　
わ
　
　
　
か
正
い
　
　
　
ら
解
　
　
な
　
　
　
不
　
　
わ
　
　
　
　
　
か
　
　
改
　
　
　
　
　
・
葉
　
　
　
正
い
解
　
　
解
　
　
な
柑対改善点
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
H
I
V
に
感
染
す
る
危
険
性
は
低
く
な
る
＊
エ
イ
ズ
は
軽
い
キ
ス
で
は
感
染
し
な
い
H
I
V
は
性
行
為
で
は
感
染
し
な
い
H
W
は
プ
ー
ル
や
お
風
呂
で
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
妊
婦
が
H
I
V
に
感
染
す
る
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
不
特
定
多
数
の
人
と
性
的
関
係
を
持
つ
と
｝
I
I
V
に
感
染
す
る
危
険
性
が
大
き
く
な
る
H
I
V
は
咳
や
く
し
ゃ
み
，
ジ
ュ
ー
ス
の
ま
わ
し
飲
み
で
は
感
染
し
な
い
最
近
エ
イ
ズ
を
完
全
に
治
す
薬
が
開
発
さ
れ
た
感
染
者
の
つ
く
っ
た
料
理
を
食
べ
る
と
｝
I
I
V
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
エ
イ
ズ
の
患
者
，
感
染
者
と
お
風
呂
や
ト
イ
レ
を
共
用
し
て
も
団
V
に
感
染
し
な
い
H
W
に
感
染
し
て
か
ら
1
週
間
ぐ
ら
い
た
て
ば
外
見
だ
け
で
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
早
く
処
置
す
れ
ば
，
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
H
I
V
に
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
あ
る
H
I
V
を
多
く
含
む
体
液
は
血
液
，
精
液
，
麓
分
泌
液
で
あ
る
H
I
V
は
唾
液
に
多
く
含
ま
れ
る
蚊
や
ダ
ニ
か
ら
｝
I
W
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
エ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
で
で
き
る
H
W
は
歯
科
治
療
や
鎮
治
療
で
は
感
染
し
な
い
早
く
処
置
し
て
も
H
I
V
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
エ
イ
ズ
の
発
症
前
で
あ
れ
ば
翅
V
を
他
入
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
H
I
V
に
感
染
す
る
と
1
年
以
内
で
ほ
と
ん
ど
の
入
が
発
症
す
る
ペ
ッ
ト
や
他
の
動
物
か
ら
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
長
く
平
均
7
～
茎
0
年
で
あ
る
献
血
を
す
る
と
｝
I
I
V
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
H
I
V
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ば
よ
い
H
I
V
は
熱
に
弱
く
，
煮
沸
消
毒
で
死
滅
す
る
エ
イ
ズ
は
遺
云
す
る
病
一
の
一
つ
で
あ
る
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フ
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6
5
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7
1
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4
＊
高
校
生
の
み
質
問
1
2
國
土
将
平
・
大
塚
美
由
紀
・
竹
安
修
・
吉
田
祐
～
郎
・
三
橋
和
枝
・
山
岸
正
明
・
松
本
健
治
：
エ
イ
ズ
教
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
教
育
実
践
の
基
礎
的
研
究
の
9
項
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
1
2
項
目
は
5
◎
％
以
上
8
0
％
未
満
の
正
答
率
で
あ
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
使
用
し
て
学
習
し
た
後
の
知
識
の
正
答
率
は
，
　
・
エ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
で
で
き
る
。
　
・
早
く
処
置
し
て
も
H
I
V
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
・
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。
　
・
H
I
V
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
　
　
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ぼ
よ
い
。
　
・
エ
イ
ズ
は
遺
伝
す
る
病
気
の
～
つ
で
あ
る
。
の
5
項
目
の
正
答
率
は
事
前
テ
ス
ト
よ
り
向
上
し
，
6
⑪
％
以
上
に
は
な
っ
表
8
　
社
会
的
共
存
に
関
す
る
意
識
7
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
　
　
　
事
後
テ
ス
ト
の
ク
ロ
ス
集
計
H
I
V
感
染
者
を
他
の
入
と
接
触
し
な
い
よ
う
隔
離
す
べ
き
で
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
思
い
ま
す
か
　
　
　
　
　
　
　
　
人
％
た
が
，
8
0
％
に
満
た
な
か
っ
た
。
他
の
2
3
項
目
の
正
答
率
は
い
ず
れ
も
8
0
％
以
上
と
な
っ
た
。
教
材
利
用
に
よ
る
改
善
率
な
ら
び
に
相
対
改
善
率
に
お
い
て
，
　
・
H
I
V
に
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
あ
る
（
改
善
率
4
．
3
％
，
　
　
相
対
改
善
率
1
9
．
8
％
，
以
下
同
じ
）
。
　
・
エ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
で
で
き
る
（
4
．
3
％
，
1
1
．
0
％
）
。
　
・
早
く
処
置
し
て
も
班
V
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
1
ア
．
4
％
，
　
　
3
6
憾
％
）
。
　
・
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
（
3
0
．
5
％
，
5
0
．
1
％
〉
。
　
・
H
I
V
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
　
　
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ば
よ
い
（
一
4
．
4
％
，
－
6
．
◎
％
）
。
の
5
項
目
は
，
事
前
テ
ス
ト
の
正
答
率
が
低
い
あ
る
い
は
中
程
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
そ
の
改
善
率
は
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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き
で
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
思
い
ま
す
か
　
　
　
　
　
　
　
　
入
％
墓
前
テ
ス
ト
慕
後
テ
ス
ト
思
う
　
　
思
わ
な
い
　
わ
か
ら
な
い
　
　
合
言
』
忍
う
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
（
〉
）
5
．
7
）
　
　
茎
　
　
　
（
4
，
3
）
思
わ
な
い
わ
か
ら
な
い
2
3
（
］
◎
0
，
0
）
合
苔
2
2
　
　
（
9
5
7
）
　
　
1
　
　
　
（
4
3
）
2
3
正
H
V
感
染
者
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
た
ら
職
を
失
っ
て
も
仕
方
　
　
　
　
　
　
な
い
と
思
い
ま
す
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
9
6
）
慕
前
テ
ス
ト
事
後
テ
ス
ト
思
う
　
　
思
わ
な
い
　
わ
か
ら
な
い
　
　
合
言
思
う
思
わ
な
い
わ
か
ら
な
い
（
4
。
3
）
　
　
1
　
　
　
（
4
．
3
）
（
4
．
3
）
　
1
9
　
　
（
8
2
．
6
）
（
4
．
3
）
2
　
（
8
．
7
）
2
0
　
　
（
8
7
．
0
）
1
　
（
4
3
）
合
言
3
　
　
（
1
3
．
0
）
　
2
0
　
　
（
8
7
，
0
）
2
3
m
V
感
染
者
は
入
学
・
入
祉
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
事
前
テ
ス
ト
喜
後
テ
ス
ト
患
う
　
　
思
わ
な
い
　
わ
か
ら
な
い
　
　
合
計
思
う
思
わ
な
い
わ
か
ら
な
い
2
1
　
　
（
9
L
3
）
　
　
正
　
　
（
4
．
3
）
　
2
2
　
　
（
9
5
フ
）
1
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
　
4
3
）
合
言
2
2
　
　
（
9
5
7
　
　
　
1
　
　
　
（
4
3
）
　
2
3
買
・
売
春
で
H
I
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
業
自
得
だ
と
思
い
事
前
テ
ス
ト
裏
後
テ
ス
ト
思
う
　
　
思
わ
な
い
　
わ
か
ら
な
い
　
　
口
、
、
．
豆
し
う
　
　
　
　
　
　
5
　
（
5
θ
．
0
）
思
ネ
っ
な
し
、
　
1
（
1
0
．
0
）
1
（
1
0
．
0
）
2
（
2
◎
．
0
）
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
（
］
0
．
0
）
5
　
（
5
0
．
0
）
4
　
（
4
0
．
0
）
〕
　
（
］
0
．
0
）
合
言
6
（
6
0
0
）
　
1
　
（
1
0
．
0
）
　
3
（
3
0
0
）
1
0
③
　
事
前
，
事
後
テ
ス
ト
の
意
識
・
行
動
　
表
8
に
社
会
的
な
共
存
に
関
す
る
意
識
7
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
を
示
す
。
「
H
I
V
感
染
者
を
他
の
人
と
接
触
し
な
い
よ
う
隔
離
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
，
「
H
W
感
染
者
が
公
衆
浴
場
や
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
は
禁
止
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
3
，
「
エ
イ
ズ
患
者
は
ふ
っ
う
に
暮
ら
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
，
「
H
I
V
感
染
者
は
入
学
・
入
社
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
4
項
自
に
つ
い
て
は
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
受
容
的
な
回
答
を
し
た
。
　
「
H
I
V
に
感
染
し
た
学
生
の
通
学
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
，
受
容
的
な
回
答
を
し
た
生
徒
は
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
5
0
％
か
ら
6
0
％
で
あ
り
，
事
前
と
事
後
の
回
答
が
逆
転
す
る
生
徒
が
8
人
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
5
人
の
生
徒
が
差
別
的
な
回
答
を
し
た
。
「
H
王
V
感
染
者
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
た
ら
職
を
失
っ
て
も
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
1
9
人
の
生
徒
は
受
容
的
回
答
を
し
た
が
，
3
人
の
回
答
に
一
貫
性
が
み
ら
れ
ず
，
1
人
が
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
非
受
容
的
な
回
答
を
し
た
。
高
校
生
に
対
す
る
「
買
・
売
春
で
斑
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
業
自
得
だ
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
5
人
の
生
徒
が
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
「
思
う
」
と
回
答
し
，
残
り
の
生
徒
は
，
事
後
テ
ス
ト
に
お
い
て
「
思
わ
な
い
」
へ
と
回
答
が
変
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
　
表
9
に
感
染
者
に
対
す
る
行
動
に
関
す
る
4
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
を
示
す
。
「
家
族
が
H
I
V
に
感
染
し
た
場
合
ど
う
し
ま
す
か
」
，
「
友
人
が
H
W
に
感
染
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
受
容
的
な
回
答
を
し
た
。
「
も
し
恋
人
が
斑
V
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
事
前
テ
ス
ト
で
は
8
人
の
生
徒
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
が
，
そ
の
内
5
人
が
事
後
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
P
つ
き
あ
う
」
と
回
答
し
た
。
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
も
し
あ
な
た
（
あ
る
い
は
恋
人
・
配
偶
者
）
が
H
I
V
に
感
染
し
た
ら
子
ど
も
は
つ
く
り
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
と
も
「
っ
く
ら
な
い
」
あ
る
い
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。
　
表
1
0
に
自
分
が
感
染
し
た
場
合
の
行
動
に
関
す
る
3
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
を
示
す
。
「
も
し
H
I
V
に
感
染
し
た
と
思
っ
た
ら
検
査
に
い
き
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
に
お
い
て
，
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
行
く
」
と
回
答
し
た
。
「
自
分
が
感
染
し
た
場
合
，
他
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
事
前
テ
ス
ト
で
は
1
1
人
の
生
徒
が
「
今
ま
で
ど
お
り
他
人
に
接
す
る
」
，
8
人
の
生
徒
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7
号
　
1
9
9
8
年
3
月
1
3
た
。
わ
か
ら
な
い
と
回
答
し
た
8
人
の
う
ち
，
事
後
テ
ス
ト
で
は
6
人
の
生
徒
が
「
今
ま
で
ど
お
り
他
人
に
接
す
る
」
と
回
答
し
た
。
し
か
し
，
事
前
テ
ス
ト
で
「
な
る
べ
く
他
人
に
接
し
な
い
」
と
回
答
し
た
4
人
の
生
徒
の
う
ち
，
事
後
テ
ス
ト
で
「
今
ま
で
ど
お
り
他
人
に
接
す
る
」
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か
1
入
で
あ
っ
た
。
事
前
テ
ス
ト
に
お
い
て
，
自
分
が
感
染
し
た
場
合
，
5
人
の
生
徒
が
「
経
過
を
見
て
か
ら
治
療
を
受
け
る
」
あ
る
い
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
た
が
，
事
後
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
5
人
の
生
徒
の
う
ち
4
人
が
「
す
ぐ
に
受
診
し
，
治
療
を
受
け
た
い
」
と
回
答
し
た
。
　
表
1
1
に
「
結
婚
す
る
と
き
に
は
結
婚
相
季
に
エ
イ
ズ
検
査
を
求
め
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
す
る
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
を
示
す
。
事
前
テ
ス
ト
に
お
い
て
「
求
め
な
い
」
あ
る
い
は
P
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
1
0
人
で
あ
っ
た
が
，
事
後
テ
ス
ト
　
　
　
　
5
．
考
察
で
は
，
そ
の
回
答
は
特
定
の
選
択
肢
に
集
束
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
，
事
前
テ
ス
ト
に
お
い
て
「
求
め
る
∪
と
回
答
し
た
生
徒
が
3
人
で
あ
っ
た
が
，
事
後
テ
ス
ト
で
は
8
人
に
増
加
し
た
。
　
表
1
2
に
「
将
来
自
分
が
H
I
V
に
感
染
す
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
す
る
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
を
示
す
。
事
前
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
，
「
た
ぶ
ん
か
か
ら
な
い
と
思
う
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
8
人
，
ザ
状
況
に
よ
っ
て
は
か
か
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
1
1
人
で
あ
っ
た
が
，
事
後
テ
ス
ト
で
は
，
「
た
ぶ
ん
か
か
ら
な
い
と
思
う
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
5
人
に
減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
9
　
感
染
老
に
対
す
行
動
に
関
す
る
4
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
少
し
，
「
状
況
に
よ
っ
て
は
か
か
っ
て
し
ま
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
日
ス
集
性
も
知
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
1
5
人
に
増
加
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
が
｝
｛
I
V
に
感
染
し
た
場
合
ど
う
し
ま
す
か
。
知
で
あ
る
と
回
答
し
た
。
中
学
生
に
な
る
と
，
具
体
的
に
知
ら
な
か
っ
た
内
容
を
上
げ
て
き
た
。
特
に
，
H
I
V
に
感
染
し
た
後
の
経
過
ぽ
人
）
，
瓢
V
の
特
微
，
性
質
（
3
人
）
，
感
染
ル
ー
ト
（
3
人
）
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
が
多
か
っ
た
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
，
7
人
の
生
徒
は
簡
単
で
あ
っ
た
と
回
答
し
た
が
，
メ
ニ
ュ
ー
や
次
の
画
面
の
選
択
方
法
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
る
（
3
人
）
，
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
の
問
題
の
言
葉
が
わ
か
り
に
く
い
（
2
人
）
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
に
お
い
て
，
故
意
に
間
違
え
た
生
徒
は
2
人
お
り
，
ま
た
，
故
意
に
間
違
え
て
み
よ
う
と
考
え
た
生
徒
も
2
人
い
た
。
（
1
）
教
材
の
操
作
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
平
均
時
間
は
約
3
5
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
，
ス
タ
ー
ト
直
後
，
終
了
直
前
の
内
容
を
含
め
る
と
姐
分
程
度
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
学
校
や
高
等
学
校
に
お
い
て
は
，
1
時
限
の
授
業
が
5
0
分
で
あ
る
。
一
般
に
授
業
の
導
入
と
ま
と
め
に
1
0
分
程
度
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
授
業
の
導
入
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
に
よ
る
学
習
，
授
業
の
ま
と
め
の
形
式
で
，
ち
ょ
う
ど
1
時
人
％
事
前
テ
ス
ト
（
4
）
使
用
後
の
感
想
　
表
1
3
に
教
材
を
使
用
し
た
後
の
感
想
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
示
す
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
中
学
校
，
あ
る
い
は
高
校
で
，
す
で
に
エ
イ
ズ
に
関
す
る
授
業
を
受
け
て
い
た
。
授
業
形
態
は
一
斉
授
業
と
V
T
R
の
使
用
が
ほ
ぼ
同
数
で
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
言
な
か
に
は
，
両
者
を
併
用
し
た
授
業
を
う
け
た
生
徒
も
あ
っ
た
。
ま
た
，
記
憶
が
な
か
っ
た
り
，
V
T
R
を
見
た
が
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
生
徒
も
2
3
人
中
6
人
い
た
。
　
本
研
究
で
使
用
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
教
材
を
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
わ
か
り
や
す
い
と
回
答
し
た
。
中
に
は
P
絵
が
お
も
し
ろ
く
な
い
」
と
否
定
的
な
感
想
を
も
っ
て
い
た
り
，
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
生
徒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
も
い
た
。
　
授
業
や
V
T
R
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
比
較
す
る
と
，
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
で
き
る
（
4
人
）
，
1
対
1
で
学
習
で
き
る
こ
と
が
よ
い
（
3
人
）
，
映
像
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
あ
る
の
が
よ
い
（
3
人
）
な
ど
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
的
な
要
素
を
指
摘
す
る
生
徒
が
多
い
傾
向
に
あ
　
A
言
っ
た
。
し
か
し
，
逆
に
，
時
間
が
か
か
る
，
遅
い
と
言
う
感
想
を
持
っ
た
生
徒
も
い
た
。
ま
た
，
「
も
う
少
し
詳
し
く
て
も
よ
い
」
と
内
容
の
深
化
を
希
望
す
る
生
徒
も
い
た
。
　
本
研
究
で
用
い
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
「
A
I
D
S
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
の
知
識
に
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
す
る
内
容
は
高
校
生
に
と
っ
て
は
大
部
分
が
既
事
後
テ
ス
ト
今
ま
で
と
な
る
べ
く
接
同
様
に
接
　
し
な
い
よ
う
　
別
居
す
る
　
す
る
　
　
　
に
す
る
わ
か
ら
な
　
　
　
　
　
　
合
計
　
い
今
ま
で
と
伺
様
に
接
す
る
な
る
べ
く
接
し
な
い
よ
う
に
す
る別
居
す
る
わ
か
ら
な
い
2
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（
≦
）
5
．
7
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（
4
c
3
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2
3
　
（
1
G
G
．
0
）
2
2
　
9
5
．
7
1
　
4
．
3
）
2
3
友
人
が
H
W
に
感
染
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
入
％
事
前
テ
ス
ト
事
後
テ
ス
ト
轡
嫌
議
全
㌶
合
わ
坪
舗
今
ま
で
通
り
つ
き
あ
う
　
　
　
　
　
2
1
（
9
L
3
）
　
1
　
（
4
．
3
）
今
ま
で
よ
り
距
離
を
お
い
て
つ
き
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感
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か
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も
し
あ
な
た
（
あ
る
い
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恋
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配
偶
者
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｝
W
に
感
染
し
た
ら
子
ど
も
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
く
り
ま
す
か
。
　
（
・
象
：
高
校
生
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
人
％
事
前
テ
ス
ト
±
径
テ
ス
ト
つ
く
る
　
つ
く
ら
な
い
わ
か
ら
な
い
　
　
合
言
つ
く
る
つ
く
ら
な
い
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
1
　
　
　
（
4
．
3
）
　
　
　
1
　
　
（
4
3
）
3
　
　
（
1
3
．
0
）
　
　
　
］
　
　
　
（
4
3
）
　
　
4
　
（
亘
7
．
4
）
1
　
　
　
4
3
　
　
　
4
　
　
1
7
．
4
　
　
　
5
　
2
1
．
7
4
　
　
　
1
7
．
4
　
　
　
6
　
　
2
6
．
］
　
　
1
0
1
4
國
土
将
平
・
大
塚
美
由
紀
・
竹
安
修
・
吉
田
祐
一
郎
・
三
橋
和
枝
・
山
岸
正
明
・
松
本
健
治
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
教
育
実
践
の
基
礎
的
研
究
エ
イ
ズ
教
限
で
用
い
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
準
備
が
事
前
に
行
わ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
方
法
を
事
前
に
学
習
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
教
材
の
利
用
の
最
短
時
間
は
2
3
分
3
0
秒
で
あ
る
が
，
こ
の
生
徒
は
内
容
を
半
分
程
度
し
か
学
習
し
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
見
た
生
徒
で
は
，
最
短
で
3
0
分
程
度
と
な
っ
た
。
ま
た
，
中
に
は
す
べ
て
を
見
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
，
4
0
分
近
い
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
生
徒
も
い
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
も
っ
と
も
時
間
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
，
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
で
あ
る
。
平
均
で
1
4
分
を
超
え
て
お
り
，
全
設
問
数
が
1
5
問
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
，
1
問
あ
た
り
，
1
分
程
度
必
要
と
な
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
時
間
が
か
か
る
」
と
い
う
答
え
は
，
こ
こ
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
不
満
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
，
ヂ
グ
ラ
フ
で
見
る
エ
イ
ズ
」
の
内
容
は
生
徒
に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
時
間
に
大
き
な
散
ら
ば
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
画
面
に
移
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
画
面
の
選
択
方
法
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
」
が
あ
り
，
V
T
R
の
再
生
で
も
，
生
徒
が
迷
っ
て
い
る
ら
し
い
操
作
が
見
受
け
ら
れ
た
。
同
様
に
最
初
の
項
目
選
択
画
面
が
で
て
か
ら
，
ど
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
選
択
が
で
き
る
か
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
1
0
わ
か
ら
な
い
生
徒
が
4
人
ほ
ど
お
り
，
そ
こ
で
時
間
を
必
要
と
し
た
り
，
終
了
し
た
り
し
た
生
徒
が
4
人
い
た
。
　
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
っ
り
ま
せ
ん
」
に
つ
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
こ
の
テ
ス
ト
項
目
を
用
い
る
こ
と
で
，
生
徒
の
知
識
の
状
態
を
適
切
に
把
握
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
事
前
テ
ス
ト
で
は
，
1
7
．
7
問
の
正
答
数
で
あ
っ
た
が
，
事
後
テ
ス
ト
の
得
点
は
向
上
し
，
正
答
数
は
2
4
．
3
問
と
な
っ
た
。
加
え
て
事
後
テ
ス
ト
で
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
，
高
い
正
答
率
が
示
さ
れ
た
。
短
期
的
な
効
果
で
は
あ
る
が
，
エ
イ
ズ
に
関
す
る
学
習
は
非
常
に
効
果
が
高
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
対
象
と
な
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
，
こ
の
教
育
実
験
以
前
に
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
学
習
し
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
。
し
か
し
，
こ
の
実
験
以
前
の
生
徒
の
エ
イ
ズ
の
知
識
は
事
前
テ
ス
ト
の
結
果
を
み
る
と
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
，
動
物
を
媒
介
と
し
た
感
染
は
な
い
こ
と
，
献
血
に
よ
っ
て
は
H
I
V
に
感
染
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
，
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
教
材
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
，
正
答
率
は
4
0
％
と
非
常
に
低
い
。
生
徒
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
に
，
「
V
T
R
は
見
た
け
れ
ど
も
，
内
容
を
覚
え
て
い
な
い
」
と
い
う
答
え
が
含
ま
れ
て
い
る
。
学
習
経
験
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
知
識
や
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
，
学
習
時
点
で
の
生
徒
の
関
心
が
低
い
こ
自
分
が
感
染
し
た
場
合
の
行
動
に
関
す
る
3
項
目
の
事
前
テ
ス
ト
，
事
後
テ
ス
ト
の
回
答
の
ク
ロ
ス
集
計
も
し
m
V
に
感
染
し
た
と
思
っ
た
ら
検
査
に
い
き
ま
す
か
。
人
％
て
は
，
こ
の
内
容
を
選
択
後
，
詳
細
な
項
目
を
選
択
し
な
い
で
，
メ
ニ
ュ
ー
画
面
に
戻
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
7
人
も
い
た
。
「
大
丈
夫
，
こ
ん
な
こ
と
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
の
画
面
（
図
5
）
で
は
，
選
択
肢
が
イ
ラ
ス
ト
で
表
示
さ
れ
，
学
習
す
る
内
容
も
こ
の
選
択
肢
で
理
解
で
き
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
，
学
習
時
間
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
，
学
習
活
動
の
ほ
か
に
，
機
器
の
操
作
に
必
要
な
時
間
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
操
作
の
わ
か
り
や
す
さ
，
単
純
さ
，
統
一
性
等
を
さ
ら
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
，
終
了
時
間
に
5
分
程
度
の
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
，
C
D
－
R
O
M
の
読
み
込
み
の
早
さ
，
C
P
U
の
性
能
に
依
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
生
徒
が
使
用
す
る
機
種
に
依
存
し
て
学
習
に
必
要
な
時
間
に
差
が
生
じ
る
な
ら
ば
，
授
業
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
利
用
し
た
場
合
，
生
徒
の
学
習
内
容
に
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
従
っ
て
，
高
性
能
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
こ
と
，
ま
た
，
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
を
で
き
る
だ
け
統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
教
材
で
は
，
選
択
肢
が
一
様
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
学
習
す
る
順
序
は
教
材
を
利
用
す
る
生
徒
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
順
序
性
が
問
題
と
な
る
内
容
に
つ
い
て
は
教
材
作
成
者
が
選
択
肢
を
時
系
列
的
な
配
列
に
並
べ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
｝
こ
，
本
調
査
に
お
い
て
は
，
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
1
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
を
最
後
に
行
う
生
徒
が
半
数
い
た
。
生
徒
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
イ
ズ
Q
＆
A
」
を
テ
ス
ト
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
，
す
べ
て
を
学
習
し
て
か
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
よ
う
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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と
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来
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分
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問
V
に
感
染
す
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思
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質
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す
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学
習
効
果
に
つ
い
て
　
知
識
項
目
で
は
，
事
前
テ
ス
ト
の
項
目
別
の
正
答
率
が
8
．
7
％
か
ら
1
0
0
％
ま
で
均
等
に
散
ら
ば
っ
た
。
こ
の
知
識
テ
ス
ト
の
問
題
は
，
エ
イ
ズ
に
関
し
て
必
要
な
知
識
を
生
徒
が
既
知
の
問
題
か
ら
未
知
の
問
題
ま
で
バ
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含
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1
5
と
や
動
機
づ
け
が
非
常
に
乏
し
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
に
対
す
る
生
徒
の
意
見
と
し
て
，
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
が
で
き
る
」
，
「
1
対
1
で
学
習
が
で
き
る
」
と
い
う
回
答
が
多
く
見
ら
れ
た
。
っ
ま
り
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
学
習
の
独
自
性
が
生
徒
に
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
自
分
で
内
容
を
選
べ
る
」
，
「
自
分
が
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
見
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
学
習
の
独
自
性
に
加
え
て
，
情
報
の
双
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
眠
く
な
ら
な
い
」
，
「
集
中
で
き
る
」
と
い
っ
た
反
応
は
，
生
徒
の
自
主
的
な
学
習
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
特
徴
が
，
生
徒
の
学
習
の
効
果
を
高
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
使
っ
た
学
習
の
効
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
エ
イ
ズ
知
識
項
目
が
あ
っ
た
。
「
エ
イ
ズ
の
検
査
は
保
健
所
で
で
き
る
（
正
）
」
，
「
H
W
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
感
染
す
る
よ
う
な
行
為
の
直
後
に
検
査
を
行
え
ば
よ
い
（
誤
）
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
教
材
の
中
で
扱
っ
て
い
な
い
た
め
に
低
い
正
答
率
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
早
く
処
置
し
て
も
，
H
W
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
正
）
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
，
「
治
癒
」
と
い
う
言
葉
が
難
し
く
，
正
答
率
の
向
上
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
「
エ
イ
ズ
に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
（
誤
）
」
の
項
目
に
つ
い
て
も
，
「
ワ
ク
チ
ン
」
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
，
薬
と
誤
解
し
た
た
め
に
正
答
率
が
低
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
「
エ
イ
ズ
は
遺
伝
す
る
病
気
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
の
設
問
は
中
学
生
に
と
っ
て
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
た
後
に
2
人
の
中
学
生
か
ら
「
母
子
感
染
と
遺
伝
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
」
を
質
問
さ
れ
た
。
教
材
で
は
，
母
子
感
染
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
，
遺
伝
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
も
，
母
子
感
染
と
遺
伝
の
違
い
を
積
極
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
「
H
I
V
に
感
染
し
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
あ
る
」
に
っ
い
て
は
教
材
に
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
正
答
率
が
低
か
っ
た
。
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
保
健
教
育
の
最
終
目
標
は
，
健
康
や
安
全
の
保
持
増
進
に
つ
な
が
る
行
動
の
変
容
な
ら
び
に
行
動
の
持
続
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
に
関
し
て
も
同
様
で
，
感
染
防
止
行
動
と
田
V
感
染
者
と
の
共
存
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
学
習
以
前
よ
り
，
社
会
的
共
存
に
関
す
る
項
目
や
家
族
と
友
人
が
H
I
V
に
感
染
し
た
場
合
の
対
応
の
項
目
に
お
い
て
，
受
容
的
な
回
答
が
多
く
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
社
会
的
共
存
や
家
族
と
友
人
が
斑
V
に
感
染
し
た
場
合
の
対
応
に
関
す
る
意
識
や
行
動
が
本
教
育
実
践
に
よ
っ
て
変
化
・
変
容
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
に
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
　
「
も
し
恋
人
が
H
I
V
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
の
多
く
は
学
習
後
は
「
つ
き
あ
う
」
と
回
答
す
る
生
徒
が
増
加
し
た
。
「
買
・
売
春
で
田
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
業
自
得
だ
と
思
い
ま
す
か
」
に
つ
い
て
も
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
す
る
生
徒
が
増
え
た
。
「
自
分
が
感
染
し
た
場
合
，
他
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
の
多
く
は
学
習
後
「
今
ま
で
ど
お
り
他
人
に
接
す
る
」
と
回
答
し
た
。
す
な
わ
ち
，
こ
れ
ら
の
生
徒
は
意
識
の
変
化
が
起
こ
り
，
行
動
の
変
容
も
期
待
で
き
る
結
果
で
あ
り
，
学
習
効
果
が
現
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
で
「
買
・
売
春
で
H
I
V
に
感
染
し
た
場
合
は
自
業
自
得
だ
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
で
，
「
思
う
」
と
回
答
し
た
6
人
の
う
ち
，
5
人
は
学
習
後
も
再
び
偲
う
」
と
回
答
し
た
。
「
自
分
が
感
染
し
た
場
合
，
他
の
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
「
な
る
べ
く
他
入
に
接
し
な
い
」
と
答
え
た
4
入
の
う
ち
，
3
人
は
学
習
後
も
再
び
「
な
る
べ
く
他
人
に
接
し
な
い
」
と
回
答
し
た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
意
識
や
行
動
の
変
容
が
起
こ
ら
ず
，
学
習
効
果
が
低
い
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
こ
で
，
学
習
者
の
態
度
や
信
念
，
価
値
観
な
ど
，
動
機
づ
け
に
関
わ
る
要
因
で
あ
る
先
行
因
子
を
観
点
に
加
え
て
考
察
す
る
。
学
習
以
前
に
先
行
因
子
が
強
固
で
あ
る
，
つ
ま
り
，
自
分
の
意
志
が
善
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
明
確
な
生
徒
は
，
エ
イ
ズ
の
学
習
に
よ
っ
て
意
識
の
変
容
が
起
こ
り
に
く
い
。
逆
に
学
習
以
前
の
先
行
因
子
が
弱
い
，
つ
ま
り
，
自
分
の
意
志
が
明
確
に
決
ま
っ
て
い
な
い
，
あ
る
い
は
判
断
の
基
準
が
不
明
確
な
生
徒
に
つ
い
て
は
，
エ
イ
ズ
の
学
習
に
よ
っ
て
意
識
や
行
動
の
変
容
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
示
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
学
習
を
行
う
場
表
1
3
教
材
を
使
用
し
た
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
人
今
ま
で
に
エ
イ
ズ
の
授
業
を
受
け
た
り
、
V
T
R
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
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憶
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チ
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は
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回
　
　
　
　
　
答
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か
り
や
す
い
絵
が
お
も
し
ろ
く
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も
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と
ゲ
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思
っ
て
い
た
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生
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授
業
、
V
T
R
と
比
較
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
は
ど
う
思
う
か
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
答
ひ
と
り
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
で
き
る
韮
対
1
で
学
習
で
き
る
こ
と
が
よ
い
資
料
や
映
像
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
あ
る
の
が
よ
い
時
間
が
か
か
る
、
遅
い
自
分
で
内
容
を
選
べ
る
こ
と
が
よ
い
自
分
が
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
集
中
で
き
る
眠
く
な
ら
な
い
感
染
者
の
声
が
よ
い
先
生
が
教
え
て
く
れ
る
よ
り
も
わ
か
り
ゃ
す
い
V
T
R
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
う
少
し
詳
し
く
て
も
良
い
高
校
生
中
学
生
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マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
見
て
今
ま
で
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
答
だ
い
た
い
知
っ
て
い
た
知
ら
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
4
0
9
6
位
知
ら
な
か
っ
た
（
忘
れ
た
も
の
が
多
い
）
た
く
さ
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あ
っ
た
具
体
的
内
容
　
感
染
後
の
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過
（
潜
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期
間
が
長
い
な
ど
）
　
H
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の
特
徴
、
性
質
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染
ル
ー
ト
（
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子
感
染
、
遺
伝
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な
い
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日
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感
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感
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献
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検
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発
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
最
後
は
死
ぬ
こ
と
　
H
I
V
と
A
I
D
S
の
区
別
高
校
生
中
学
生
　
　
5
　
　
　
0
　
　
3
　
　
　
0
　
　
1
　
　
　
G
　
　
O
　
　
　
l
0100三〇〇〇GGOO
423211▲11111
合
剤
’
　
5
　
3
　
1
　
1433221】1］llI
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
使
い
方
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
、
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
答
な
い
、
簡
単
で
あ
っ
た
選
び
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
問
題
の
言
葉
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
ク
イ
ズ
が
簡
単
で
あ
っ
た
画
面
が
早
く
消
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
順
番
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
高
校
生
中
学
生
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マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
質
問
で
わ
ざ
と
聞
違
え
な
か
っ
た
か
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
答
ま
ち
が
え
な
か
っ
た
間
違
え
て
み
よ
う
と
思
っ
た
が
や
め
た
1
問
だ
け
わ
ざ
と
間
違
え
た
高
校
生
中
学
生
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1
9
　
2
　
2
そ
の
他
自
分
が
H
W
に
感
染
し
た
場
合
を
考
え
た
こ
と
が
な
い
遺
伝
と
母
子
感
染
の
遠
い
が
良
く
わ
か
ら
な
い
学
校
の
授
業
で
も
積
極
的
に
導
入
し
て
欲
し
い
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
1
6
國
土
将
平
・
大
塚
美
由
紀
・
竹
安
修
・
吉
田
祐
一
郎
・
三
橋
和
枝
・
山
岸
正
明
・
松
本
健
治
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
教
育
実
践
の
基
礎
的
研
究
エ
イ
ズ
教
合
，
事
前
に
生
徒
の
先
行
因
子
の
状
態
を
把
握
し
，
指
導
に
役
立
て
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
「
将
来
自
分
が
H
I
V
に
感
染
す
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
対
し
て
，
学
習
前
に
は
「
た
ぶ
ん
か
か
ら
な
い
と
思
う
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
が
，
学
習
後
は
「
状
況
に
よ
っ
て
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
て
エ
イ
ズ
に
関
す
る
学
習
を
行
う
過
程
で
，
エ
イ
ズ
の
特
徴
や
H
I
V
感
染
の
実
態
な
ど
に
直
面
す
る
こ
と
で
，
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
，
こ
の
効
果
は
，
即
時
的
な
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
長
期
間
の
観
察
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
意
識
や
行
動
が
持
続
す
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
　
教
育
方
法
に
関
す
る
諸
聞
題
　
こ
の
教
育
実
践
を
行
う
に
あ
た
り
，
様
々
な
問
題
点
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
状
況
で
あ
る
。
今
回
の
実
験
で
は
，
ひ
と
り
1
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
が
，
現
在
の
学
校
現
場
で
は
，
ひ
と
り
1
台
つ
つ
使
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
多
く
の
学
校
で
は
，
多
く
と
も
2
0
台
保
有
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
の
で
，
ふ
た
り
で
1
台
と
い
う
方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
，
一
斉
授
業
の
中
で
少
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
利
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
も
当
然
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
，
多
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
場
合
，
問
題
と
な
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
流
れ
る
音
声
や
音
楽
の
処
理
方
法
で
あ
る
。
本
研
究
の
よ
う
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
場
合
生
徒
は
個
別
に
学
習
す
る
た
め
に
，
学
習
の
速
度
が
個
人
で
異
な
る
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
学
習
し
て
い
る
内
容
と
異
な
る
内
容
の
音
声
や
音
楽
は
学
習
活
動
の
障
害
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
，
他
の
人
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
処
理
し
た
。
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
大
量
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
も
必
要
と
な
る
。
ま
た
，
ふ
た
り
で
1
台
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
と
，
音
声
，
音
楽
の
共
有
方
法
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
場
合
に
は
，
教
師
の
指
導
の
あ
り
方
が
難
し
い
。
生
徒
と
教
師
の
直
接
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
少
し
た
り
，
教
師
が
生
徒
の
学
習
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
る
。
そ
の
場
合
の
教
師
の
指
導
の
あ
り
方
も
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
，
今
回
の
よ
う
に
単
一
の
教
材
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
，
年
間
計
画
を
通
じ
て
，
教
科
内
容
を
系
統
的
に
構
成
し
，
そ
の
な
か
で
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
，
教
育
実
践
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
考
え
ら
れ
る
。
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ま
と
め
　
本
研
究
で
は
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
「
A
I
D
S
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
」
を
，
中
学
生
と
高
校
生
が
個
別
ご
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
に
よ
る
エ
イ
ズ
教
育
に
つ
い
て
，
教
育
実
践
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
を
得
る
こ
と
，
な
ら
び
に
実
旛
す
る
上
で
の
利
点
や
問
題
点
，
留
意
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
　
そ
の
結
果
，
現
有
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
て
，
1
時
限
の
授
業
を
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
利
用
し
た
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
学
習
に
お
い
て
，
知
識
の
獲
得
や
意
識
の
変
化
，
行
動
の
変
容
を
評
価
し
，
学
習
効
果
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
研
究
で
，
実
践
し
た
教
育
評
価
が
知
識
面
の
み
な
ら
ず
行
動
面
や
授
業
方
法
に
つ
い
て
も
可
能
で
あ
る
こ
と
は
，
非
常
に
意
義
の
大
き
な
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
問
題
点
と
し
て
，
学
習
活
動
の
ほ
か
に
，
機
器
の
操
作
に
必
要
な
時
間
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
，
操
作
の
わ
か
り
や
す
さ
，
単
純
さ
，
統
一
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
導
入
し
た
場
合
の
教
育
環
境
や
教
授
法
の
問
題
，
教
師
の
指
導
方
法
等
に
つ
い
て
も
，
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
　
今
後
，
本
研
究
成
果
を
も
と
に
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
用
い
た
エ
イ
ズ
教
育
の
実
践
を
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
計
画
，
実
践
す
る
予
定
で
あ
る
。
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